













ても、各藩において、最古の絵図といえるものである。      
 この徳川家光の時代は、全国の城と町の建設工事が、ほぼ完成の時期にあたる。「城絵図」は、このように、







形の違いを大まかにみる上で１つの指標とも考えることができる。   
 地域性を考える場合、例えば、東日本と西日本とか、街道別などでの違いをみる側面と共に、地域の境界




































図１ 和州郡山城絵図（国立公文書館蔵）  ０  500m   1000m 





    飛地の部分  
図3 道路長の計量に関する図（飛地・溜部分） 








城下町名    石高（万石） 
Ｓ Ｓ１ RＬ RＬ／Ｓ１ 平均値 
        大  和   郡    山（大和国）  12.0             ①       2.06   ① 1.92  ① 31.25  ① 16.12 ④ 
         岸        和            田   （和泉国）              5.3                       ⑤ 1.13     ⑤   1.09 ⑤ 19.08 ④ 17.51 ③ 
        松                               坂     （伊勢国） 
紀州徳川氏 
持城  
1.06 ⑥ 0.94 ⑥ 13.58 ⑥ 14.45    ⑧ 
        桑                       名   （伊勢国）       11.0                         ②                1.33 ③  1.23 ③ 24.88   ② 20.23  ① 
        膳                         所          (近江国)           7.0                     ③      0.76      ⑨  0.73  ⑨ 10.80        ⑨    14.80        ⑦ 
        亀                         岡       (丹波国)       3.8                           ⑧      0.85      ⑦         0.80        ⑦ 11.55     ⑧      14.44          ⑨ 
        篠                             山         (丹波国)            5.0                          ⑥ 1.25 ④        1.10            ④      15.78           ⑤      14.35      ⑩ 
        福        知        山        (丹波国)             4.5                           ⑦    0.84       ⑧       0.75             ⑧ 11.60          ⑦      15.47          ⑥ 
         明                           石        (播磨国)             7.0                           ③ 1.73   ②        1.46          ② 22.70        ③     15.55        ⑤ 





城下町面積（ｋ㎡） 城下町名    石高（万石） 
Ｓ Ｓ１ RＬ RＬ／Ｓ１ 
仙台(陸奥国) 62.5 11.22 10.25 103.18 10.07 
山形(出羽国) 15.0        5.93        5.59   54.13        9.68 
水戸(常陸国) 28.0        5.31        4.09   45.95 11.24 
丸岡(越前国)         4.0      0.61            0.50         7.73 15.46 
大洲(伊予国)         6.0     0.57            0.48             8.70 18.13 
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